
グリーンランドとアイヌの狩猟文化：
環境保全と文化継承の取り組みから

講演会

杉山慎（北海道大学低温科学研究所 教授）

「グリーンランドの自然環境」

大島トク（グリーンランド・カナック村 猟師）

「グリーンランドの狩猟文化」

北原モコットゥナシ

（北海道大学アイヌ・先住民研究センター 准教授）

「アイヌ文化の次世代継承」

近藤祉秋
（北海道大学アイヌ・先住民研究センター 助教）

「アラスカ先住民文化の次世代継承」

座談会

「北方先住民文化の次世代継承に向けて：
実践者が語る」

北海道大学総合博物館
1階ホール（知の交流）

主催：北海道大学 低温科学研究所
北海道大学 アイヌ・先住民研究センター 儀礼・信仰プロジェクト，生業と食プロジェクト
北海道大学 北極域研究センター

協力：北海道大学 総合博物館
後援：北極域研究推進プロジェクト（ArCS）テーマ2・7
お問合せ：北海道大学 北極域研究センター 榊原大貴 TEL 011-706-9077 Email sakakibara@arc.hokudai.ac.jp

2019年2月15日（金）

17:00~20:00（開場16:30）
参加無料・申込不要

駐車場はございません。
公共交通機関をご利用下さい。

グリーンランドの文化を継承する大島トクと
アイヌ文化の継承者たちが語りあう北方先住民文化の魅力とその未来…

大島トク プロフィール
日本からグリーンランド最北の村シオ

ラパルクに移住した大島育雄さんの第一
子として生まれる。現在はシオラパルク
村にほど近いカナック村にて，狩猟・漁
業を営むとともに毛皮を使った伝統工芸
品を製作している。2018年には，雪氷
研究者・社会科学者らと共同で執筆した
書籍「Meaning of Ice」が北極に関する
優れた研究に贈られるノルウェーの
「Mohn賞」を受賞。

トクさんとアイヌ文化の担い手たち
がクマ狩猟・儀礼，サケ漁など先住
民文化の次世代への継承について意
見を交わす「座談会」です。もちろ
ん参加者の方々も自由に意見交換が
できます。積極的なご参加をお待ち
しております！！


